
 -あいさつ・元気・チームワーク・感謝 - 

海南市立大野小学校    

第６号    令和７年８月21日  

 

２学期のスタートに 

３３日間の夏休みが終わり、２学期が始まりました。子ど

もたちは、夏休み中にいろんな体験をし、心も体も大きく成

長して学校に戻ってきました。校内からは子どもたちの元気

な笑い声も聞こえてきます。  

ところで、今年の夏はかつてないほどの暑い夏となり、健康管理に大変な夏

休みとなりましたが、本校では大きなけがや病気・事故の報告もなくほっとし

ているところです。保護者の皆様や地域の方々のおかげと感謝しております。 

さて、より良い２学期にするために子ども達に、教育者である森信三さんの

言葉『時を守り、場を清め、礼を正す』について以下のように始業式に話しま

した。 

【時を守り】とは 文字通り、〔時間を守る〕ことです。時間を守るためには、

先のことを考えて行動することが必要です。時間を守ることで、周りの人から

の信用を得ることもできます。  

【場を清め】とは 掃除や整理整頓をすることです。掃除をすることの意味は、

① 気づく人になれる ② 心を磨く ③  謙虚になれる ④ 感動の心をはぐくむ 

⑤ 感謝の心がめばえる、です。自分の生活している場所をきれいにすることが

大切です。机やロッカーの整理整頓をし、ゴミは拾い気持ちの良い環境で勉強

や運動ができるようにしましょう。  

【礼を正す】とは あいさつをすること、返事をすることです。あいさつの意

味は、相手に「心を開いていますよ」と伝えること。人より先に、大きな声で、

相手が気持ちよくなるあいさつや返事ができるようにしましょう。 

大野小学校の子どもたちが、『時を守り、場を清め、礼を正す』の言葉のよう

に行動し、素晴らしい学校にしてほしいと願っています。  

そしてこの２学期が、大野の子ども達にとって実り多き学期になりますよ

う職員一同精一杯向き合っていきます。  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１日は『防災の日』です。毎年、全国各地で避難訓練が行われたり、テレビな

どでは防災啓発情報が流されたりしています。９月１日が『防災の日』になったのは、

今から 64 年前の 1960 年 (昭和 35 年 )になります。  

『防災の日』に制定された理由は２つあります。１つ目は、９月１日が関東大震災

が発生した日であること。  

２つ目は、９月１日が暦の上では『二百十日』にあたり、台風シーズンの到来とな

ることです。『二百十日』とは立春から数えて２１０日目にあたり季節の変わり目の

目安とされる『雑節』の１つで、過去の経験から台風などの自然災害に気を緩めずに

過ごすようにこの日を厄日としたのが由来とされています。  

今年は、7 月 30 日にカムチャツカ半島沖の大地震による津波警報が発表され、大

野小学校に避難所が開設され、クラブ活動中の三中の生徒や内海幼稚園の園児達が避

難してきました。多くの地域の方々も避難し、エアコンのついている校舎を開放しま

した。今回のような津波警報が課業中に起こったときの対応について大野小学校でも、

全職員で話し合っていきます。  

ご家庭でも、『防災の日』をきっかけに自然災害に対する準備や避難経路等につい

て話し合ってみてください。  

日 曜 行事・連絡 日 曜 行事・連絡

21 木
○２学期始業式　13：30下校
〇登校指導

7 日

22 金 ○個人懇談　１３：３０下校 9 火 ○司書・図書ボランティア

23 土 12 金 ○司書来校

24 日 13 土

25 月 ○個人懇談　１３：３０下校 14 日

26 火
○個人懇談　１３：３０下校
○司書・図書ボランティア
〇サタデー推進委員会　１０：００

15 月 敬老の日

27 水 ○職員研修のため　１３：３０下校 16 火 ○司書・図書ボランティア

28 木 ○個人懇談　１３：３０下校 17 水
○なかよし水泳教室
○第２回みまもり隊

29 金 ○個人懇談　１３：３０下校 19 金
○司書来校
○SC来校

30 土 20 土

31 日 21 日

1 月
〇登校指導
○ＳＮ

23 火 秋分の日

2 火 ○司書・図書ボランティア 26 金 ○司書来校

3 水 〇委員会 27 土

5 金

○司書来校
○SC来校
○１・２年ALT
〇５年KID'S救命士

28 日

6 土 ○奉仕作業 30 火 ○司書・図書ボランティア


